
（様式第２号）

(中間前金払用)工事履行報告書
平成 年 月 日１９ １２ ２

※工期の２分の１を経過している○○土木事務所長 殿

○○市□□町123番地住 所
（株）○○建設請負者

氏 名 印代表取締役 ○○太郎

本書のとおり請負工事の履行状況を報告します。

一般国道○○号 道路改築事業工 事 名

第 ○－改－１ 号工 事 番 号

○○市△△町地内工 事 場 所

平成１９年 ８月 １日着 工
工 期

平成２０年 ３月３０日完 成

円請 負 代 金 額

工 種 構 成 比 予 定 工 程 実 施 工 程 出来高金額 備 考

※工事価格％ ％ ％ 円
千円の場合切土工 10.0 100.0 100.0 5,000,000 50,000

法面工 20.0 80.0 85.0 8,500,000

擁壁工 40.0 55.0 55.0 11,000,000

水路工 10.0 20.0 20.0 1,000,000

舗装工 20.0 0.0 0.0 0

※工期の２分の１を経過するまでに

実施すべきとされている当該工事に係る作業（ ※既に行われた当該工事に係る

舗装工以外）が行われている 作業に要する経費が請負代金の

２分の１以上の額に相当する

50.0 51.0 25,500,000小 計 100.0％

1,275,000消 費 税 及 び 地 方 消 費 税 額

26,775,000合 計 金 額

注１ 構成比は直接工事費に占める各工事費の構成割合を、予定、実施工程は報告時点の状況を、出来高金額は工事

価格（請負代金額から消費税及び地方消費税額を控除した金額）に占める構成比相当額に実施工程率を乗じたも

のにより算出し、それぞれ記入すること。

注２ 出来高が判る着色した平面図（施工済→赤、未施工→黄色）と工事の全景写真を併せて添付すること。また、

添付する工程表（当初の予定工程と実施工程が対比できるもの）と記載内容が一致していること。
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